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昭和５９年９月９日 湧網線利用促進綱引き大会

▲

この綱引き大会は、湧網線の存続のために国鉄湧網線確保対策協議会（網走市・常呂町

・佐呂間町・湧別町・上湧別町）が主催した催しです。

●この年、５月１８日に、道知事が第２次廃止対象路線の廃止反対の「知事意見書」を運

輸大臣に提出します。これを受け、翌月２２日に国鉄湧網線を含む第２次廃止対象路線を

運輸大臣が承認します。●国鉄湧網線確保対策協議会は、存続に向けた陳情活動をする一

方、湧網線の利用促進を図り、「乗って残そう湧網線」をキャッチフレーズにさまざまな

取り組みをします。●常呂町でも、行事や大会、出張などには湧網線の積極的利用を町内

に呼びかけ、「広報 ところ」の見開きページに下段に「乗って残そう湧網線」の文字を

９月号から１２月号 まで入れ、湧網線利用をＰＲしました。●そういう状況の中で、利

用促進ＰＲの一環として「能取湖さんご草まつり」にあわせて実施した綱引き大会です。



▲

９月１２日付けの北海タイムスは、「さんご草まつり」のにぎわいを伝えた後に、「こと

しのまつりには、〈乗って残そう湧網線〉と、国鉄第２次廃止路線とされている湧網線の

沿線住民が全員国鉄湧網線を利用して参加した５市町による湧網線利用促進綱引き大会は

人気を呼んでいた。沿線５市町から大人１５人’うち女性５人）と小学生１５人（うち女

性７人）の各２チームを編成したこの大会には、選手１５０人と応援団７０人が国鉄に乗

車したため、車両を１両増結するという熱狂ぶりで、主催した湧網線確保対策協議会の面

々も満足げ」と大会の雰囲気を紹介しています。



▲

「広報ところ」１０月号では、常呂町からの参加について「常呂町からは町長ら４１人

が他町の選手とともに増結された列車で卯原内へ入り、赤く色づいたさんご草まつり会場

で、湧網線確保の鉢巻きを締め、綱引きを行いました」と紹介しています。
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